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新型コロナウィルスの感染への警戒が未だ続く状況の中，遠隔での授業実施に協力いただきあり

がとうございます。5 月 25 日に北海道の緊急事態宣言が解除され，釧路市は現在，レベル 1 と比較

的落ち着いた状況にあります。十分な感染対策を講じたうえで，学校再開も可能な状況です。 

本校では 4・5 年生と専攻科の高学年の学生は 6 月 15 日から，1・2・3 年生の低学年の学生は 6

月 29日から，学校への登校による対面授業を開始することは，既に連絡しています。低学年の登校を

二週間遅らせることは，学生寮の多人数部屋が低学年で構成されることから，飛沫感染に対する十分

な安全対策の準備に時間的余裕を必要とすると判断したからです。今回は，対面授業の開始に向け

ての注意点などを連絡させていただきます。 

対面授業開始後の本校における感染に対する安全対策については，学校内の対策は学生主事と

保健室から，学生寮については寮務主事からそれぞれ詳しく説明がありますので，その指示に従って

ください。コロナの感染状況が落ち着いたとはいえ，決してコロナ以前と同じ状況ではありませんので，

今までの学校生活に加えて予防対策として，皆さんの日々の対応が必要になります。現在実施してい

る web上の体温の記録管理もその一つです。 

このような状況の中で，本校が通常の対面授業の開始を決定した理由は，高専の大きな特徴であ

る，実験・実習を例年に近いレベルで実施したいと考えたからです（授業時間確保のために年間行事

予定は，夏休みを大幅に少なくするなど，学校行事を変更することにしました）。また，遠隔授業では，

未だクラスとして一度も会ったことが無い新入生や，新分野に配属した二年生は，教職員と学生間や

学生どうしのクラス形成が困難であることも心配です。対面授業では，学生たちの反応を直接見ながら，

授業に積極的でない学生も参加させるように授業を進行するのですが，それも遠隔授業では十分に

対応できず歯がゆいところもあります。 

 

1. 対面授業における注意点について 

対面授業は，昨年までと同様に教室での講義や実験室での実験・実習になることは変わりま

せんが，感染症対策として以下の点に注意して実施します。 

a) 教室内の換気に十分気を付けます。 

b) 個々の学生にはマスクを必ず着用してもらい，学生間の距離は，基本的に 1 m 程度

を確保するように予定しています。 

c) 学生間の距離を確保することが難しい教室や，実験実習・グループワークの場合には

マスク着用に加えて，フェースシールドの着用を予定しています。フェースシールドは

各学生と教職員に配布できるように本校で準備中です。授業中の教職員と学生の全

員のフェースシールドの着用に協力をお願いします。 

d) 個々の学生間等の安全確保のために，朝の web 体温記録を授業出席の条件にして

いますので，必ず習慣づけて実施してください。 

e) 各クラスや移動先の実験室や教室では，各自が自分の使用する場所の消毒を実施し

てもらいます。クラス担任や教科担当の教職員の指示に従って適切な消毒作業に協

力してください。 

 



2. 通常の対面授業開始後の遠隔授業について 

遠隔授業は，この間の非常時の対応として科目を担当する教職員と受講する学生の協力のも

とに，実施されてきました。この間，教員は，遠隔授業の準備のために大変な労力を要してき

ています。今後，対面授業が再開した後も，母国から日本に渡航できない留学生たちが本校

に登校できませんので，一部で遠隔授業は継続します。この様に，対面授業開始後に登校で

きない事情がある場合は学校に連絡ください。個別での遠隔授業の継続を検討しますが，こ

れまでの遠隔授業だけで実施した状況とは違ってきますので，以下の点に注意していただき、

ご理解とご協力をお願いします。 

a) 対面授業開始後は，今まで時間割で実施されている遠隔授業を並行してそのまま継

続することは困難になりますので，各科目で適した遠隔授業方法を検討することにな

ります。 

b) 対面授業をそのまま録画して（又はライブで）配信することは可能ですが，カメラやマ

イクなどの機材が必要で準備できる数に限りがあります。（受信側の通信容量の負担

も大きくなります） 

c) 例えば，資料提示と自習に加えて質疑応答と課題演習といった，オンデマンドによる

遠隔授業が中心になると考えられます。 

d) 実験・演習などの科目は，今までと同様に遠隔授業に適さないケースが多いです。そ

の場合，登校後の補習対応が必要になると考えられます。 

 

以上ですが，通常の学校生活に向けて一歩踏み出すことになる対面授業再開とはいえ，まだまだ

感染への警戒は続くことになります。できる限りの感染対策を検討しているところですが，学生の皆さ

んや，保護者の皆さんの協力は欠かせませんので，今後の学校運営に向け，是非ともご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。6 月 29 日の対面授業開始のときに，新入生の皆さんは初めての登校に

なりますが，元気な皆さんに会えることを楽しみにしています。 


